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大 して,妻一夫, 娘一父,娘一母,姉一妹, 姉妹一兄弟の
間の関係が取り扱われている｡インタビューの調査票
は,現地で種々の検討を経て,母子関係を補う形で作
られている｡インタビューの対象は,12人の母親と,
12人の男性で,彼らの実際の (上記の親族に対する)
対人関係が,この調査票によって得られている｡母子
関係 ･家族内の対人関係は,フォーマルなインタビュ
ーによって,データが規格的に集められてほいるが,
このデータは,言いかえれば,規範的に対親族行動の
一部と言える｡
本書の特色は,社会化の問題を広い視野から見よう
としていることと,情報源,調査の仕方,データの処
理法を非常に詳しく書いてい ること, などに見られ
る｡ただ第4章以下のデータは,すべて抽出標本によ
るものであるが,サンプリングに関するプロセスには
あまり触れられていない｡ (前田 成文)
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